
ウ 米の需要に応じた生産（主食用米の生産動向、米の生産コスト）
（ア） 主食用米の生産動向

○ 「米の需要に応じた生産」に向けて、米の需給に関するきめ細やかな情報提供や、中食・外食業
者との安定取引に向けたマッチング等の取組を行うとともに、中食・外食用に適した多収品種への
切り替え等による低コスト生産を推進する。

○ 飼料用米、麦、大豆等の戦略作物の本作化や水田の畑地化を推進する水田活用直接支払交付金等
による支援を実施している。

【主食用米の作付面積】【主食用米の需要量の推移（全国）】

資料：農林水産省「作物統計」

○ 主食用米の需要量が、人口減少などを背景に全国で毎年10万トン程度減少していることを踏まえ、
各産地では米の需要に応じた生産・販売の取組が行われている。

○ 産地において、高価格帯中心の一般家庭用の米を生産する意向が強い一方、買い手においては、低
価格帯中心の中食・外食向けなどにも対応した米生産へのニーズがあり、ミスマッチが生じている。

○ 中国四国地域の令和４（2022）年産主食用米の作付面積は、水田の改廃等に加え、作付転換が行わ
れたことにより、米政策改革開始時の平成30（2018）年産と比べ▲8.71％と減少率は全国平均（同
▲9.74％）とほぼ同水準となっているが、主食用米の需要に応じた生産・販売の推進、水田の有効活
用が課題となっている。

資料：農林水産省「米穀の需給及び価格の安定に関する基本方針」

（単位：ha）
H30年産 R４年産 減少率

① ② ②-①
鳥取県 12,700 12,000 ▲ 700 ▲ 5.51%
島根県 17,200 16,100 ▲ 1,100 ▲ 6.40%
岡山県 29,400 27,100 ▲ 2,300 ▲ 7.82%
広島県 22,900 21,100 ▲ 1,800 ▲ 7.86%
山口県 18,900 16,600 ▲ 2,300 ▲ 12.17%
徳島県 11,200 9,640 ▲ 1,560 ▲ 13.93%
香川県 12,500 10,800 ▲ 1,700 ▲ 13.60%
愛媛県 13,900 13,000 ▲ 900 ▲ 6.47%
高知県 11,400 10,600 ▲ 800 ▲ 7.02%

中国四国 150,000 136,940 ▲ 13,060 ▲ 8.71%
全国 1,386,000 1,251,000 ▲ 135,000 ▲ 9.74%
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（イ） 米の生産コスト

〇 担い手への農地の集積や集落営農組織化を推進し、経営規模の拡大を図る。
※大規模化により生産コストの約25％低減が期待される（個別経営128,145円/10a→経営組織法人96,882円/10a（全国））

〇 米の生産コスト削減に向けて、関係機関と連携し、活用可能な事業のPRや省力栽培技術の導入
等の取組を推進する。

○ 中国四国地域は、中山間地や条件不利農地が多いこと等に加え、経営規模が零細な経営体が多
いことから、農機具費や労働費等の生産コストが高い。

○ 米の生産コスト(10a当たりの全算入生産費)をみると、全国平均が128,145円であるのに対し、
中国四国地域平均は143,414円と、１割程度高い。

【10a当たり全算入生産費及び構成（個別経営）】
（令和３（2021）年産）

【水稲の作付面積規模別経営体数の割合（販売目的）】
（令和４（2022）年）

資料：農林水産省「農業構造動態調査」
注 ：「中国四国」値は「中国」と「四国」の値を合算したものである。

【生産コスト低減に向けた具体的な取組】

資料：農林水産省「農業経営統計調査」

省力栽培技術の導入

（実証例）

労働時間
18.4h/10a→13.8h/10a

《移植》 《直播》

費用（利子・地代は含まない）
103千円/10a→93千円/10a

《移植》 《直播》

（実証例）

田植え作業時間
1.62h/10a→1.15h/10a（補植作業時間の削減）

（実証例）

育苗箱数
15～18箱/10a→5～6箱/10a

①直播栽培

・・・育苗・田植えを省略

②スマート農業技術の活用

・・・営農管理システムにより、作業のムダを発見、手順改善

③密苗栽培
・・・育苗箱の削減・苗継ぎ作業の省力化
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エ 麦作生産振興

○ 中国四国地域は水稲との二毛作により栽培されることが多く、農業経営の収益性向上・安定に
資する重要な作物である。
○ 栽培面積は年々増加しており、近年の豊作と合わせて生産量が増加していることから、在庫を
多く抱えている状況である。
○ このため、「中国・四国地域麦類の販路拡大等プロジェクト」により需要拡大を推進する。

【中国四国地域における４麦の作付面積及び収穫量の推移】

豊作

瀬戸内地域全体として麦・麦製品のブランド化等を進める
「せとうち麦連合構想」を各県・産地に提案。

製粉・精麦企業、食品メーカー、産地等が一体となって
麦振興に取り組む「瀬戸内麦推進協議会」を令和４年７
月に設立、令和５年８月に一般社団法人化。

中国四国地域が主産地である“はだか麦”に着目し、
「瀬戸内はだか麦」等のブランド活用や、粉やジュレと
いった新たな用途開拓による需要拡大等を推進。

具体策

せとうち島旅フェス＠与島PA
（R5 5/21）出展の様子

中国・四国地域麦類の販路拡大等プロジェクト
～ 「瀬戸内麦推進協議会」の設立 ～
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○ 令和３(2021)年の農作業事故死亡者数は242人であり、前年(令和２(2020)年)と比べて28人減少
している。

○ 就業者10万人当たりの死亡事故者数は10.5人と、他産業に比べ依然として高い状態にある。
○ 年齢別にみると、65歳以上の高齢者の割合が85％を占め、引き続き高い水準で推移している。

③ 農作業安全の推進

○ あらゆる機会を活用し、農業者に対する声かけ等を実施する。特に乗用型トラクターによる「機
械の転落・転倒」による死亡事故者数が多くなっており、シートベルトの着用の推進を図る。

○ 農業者への声かけ等の実施に際し、各県農作業安全指導員、本局・県拠点職員の説明資料として、
引き続き『中国四国「＋（プラス）安全min」』を作成し、周知を図る。

『中国四国「＋（プラス）安全min」』：https://www.maff.go.jp/chushi/seisan/anzen/index.html

就業者10万人当たり死亡事故者数の推移

農業（農業従事者数ベース）

建設業

全産業

農作業事故死亡者数の推移

資料：農林水産省「農作業死亡事故調査」

Ｒ元

資料：死亡者数 農 業：農林水産省「農作業死亡事故調査」
他産業：厚生労働省「死亡災害報告」

就業者 農 業：農林水産省「農業センサス、農業構造動態調査）
他産業：総務省「労働力調査」

R元



注：１ 畜産クラスター事業とは、畜産・酪農収益力強化総合対策基金等事業。
２ TMRセンターとは、牛が必要とする全ての栄養素をバランスよく含んだ飼料(TMR:Total Mixed Ration)を調整し、畜産農家の庭先まで配送する外部支援組織。
３ ＣＢＳとは、キャトルブリーディングステーション（共同母牛繁殖管理、共同哺育・育成管理施設）。
４ ＣＳとは、キャトルステーション（共同哺育・育成管理施設）。
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引き続き、畜産・酪農の競争力強化や収益性の向上、生産基盤の強化を図るため、①畜産クラスター事業の推進による生産基
盤の強化、②ＩＣＴ、搾乳ロボット、外部支援組織等(ＴＭＲセンター、コントラクター、ＣＢＳやＣＳ)の活用による生産性の
向上や労働負担の軽減、③性判別受精卵・精液を活用した優良牛の確保、④国産飼料(稲WCS、飼料用米、青刈とうもろこし、子

実とうもろこし等）の生産・利用拡大、エコフィードの利用、放牧の活用等による飼料自給率の向上を推進する。

〇 中国四国地域における飼養頭数は、畜産クラスター事業等の補助事業の活用による生産基盤の強化等により全
畜種とも増加傾向で推移してきたが、令和５年は乳用牛及び採卵鶏が減少に転じた。なお、一戸当たりの飼養頭
羽数は、全畜種とも増加傾向で推移している。

〇 また、乳用牛成牛100頭以上の飼養割合は、都府県平均を大きく上回っており、大規模化が進展している。

（２）畜産・酪農の生産基盤の強化

乳用牛飼養頭数（中国四国） 肉用牛飼養頭数（中国四国）

乳用牛成牛100頭以上飼養している割合の推移

資料：農林水産省「※畜産統計」※Ｒ２年より統計手法が変更された。（H31年（新）は変更後の統計手法による値を参考値として併記）
注： 乳用牛成牛100頭以上飼養している割合は、乳用牛（成畜及び子畜）を100頭以上飼っている農家の飼養頭数の割合である。

肉用牛繁殖雌牛飼養頭数（全国及び中国四国）


